
09.6.24


1


• 徳島県の外部指導者は増加傾向にある。しか
し，水泳の外部指導者は昨年の調査によると
0人となっている 

• さらに県内では水泳競技経験者が顧問の例は
ない 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉田　２００９） 

この現状で誰が部活を指導するのか? 

• 部員数　　男子15名　女子3名 
• 練習回数　　週３回～週5回 
• 練習時間　　1時間～1時間半 
• 練習参加人数　　４人～１０人 
• スイミングクラブに通っている生徒　　３人 

• 日本水泳連盟が定めている資格級1級を充たしてい
る生徒が1人もいない 
（全国中学出場のためには資格級が９級以上は必要
である） 

•  ４泳法を泳げない部員が存在する 

•  ５０Mを泳ぎきれない部員がいる


2000年度 
（スイミングクラブ有） 
• 県中学総体　 
　　　　　男子総合優勝 
　　　　女子総合3位　　　　　　　　　　　　　　　　　 

• 四国総体　　5人出場 
•  スイミングの選手　　　　　　

10人 

2008年度 
（スイミングクラブ無） 
• 県中学総体　 
　　　　　　男子総合4位 
　　　　　　女子総合4位 

• 四国総体　　　２人出場 
•  スイミングの選手　　　　

3人


• 顧問に水泳を教える知識がない 
• 鳴門市内のプールが減少 
• 部員数の減少 
• 競技力の高い部員の練習不参加 
• 部員全員の知識不足 
• 顧問不在時の安全管理上のプールの開放 
• 部員の塾などによる練習時間の確保 
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　外部指導者となりこの短期間で感じたことは 

• 人（指導者・部員） 
• 知識（水中動作・練習の組み立て） 
• 施設（冬場でも泳げる施設） 
• 時間（十分な練習時間の確保） 

　この４つが不足していっていることで競技成績
が低下の原因と考える


技術面 
• ４泳法の指導 
• 飛び込み 
• ターン 

練習メニューの組み立て 
• 水中練習 
• 補強，筋力トレーニング


• プールの環境 
　　　５０Mプール 
　　　練習道具の数 

• 生徒一人一人にやる気がある 

• 顧問のプール管理 

改善するために 

• スイミングクラブとの連携 
• 部活の合同練習 
• 外部指導者の増員 
• 顧問同士の勉強会 
• 雑誌やインターネットの活用 

この項目で知識の補いができると考えます 


